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　10 月 12 日から 17 日の間、令和４年度決算審査特別委員会を開催し、一般会計・特別会計あわせて
7 つの会計の歳入・歳出の認定にかかる議案について、審査しました。次の 6 項目の要望事項を付して、
認定されました。

1. 生ごみ堆肥化促進事業、紙おむつ資源化事業に関しては、広報や紹介の仕方などの工夫に取り組み、
　一層推進すること。
2. 住民基本台帳ネットワーク運用事業、戸籍事務システム運用事業については、システム管理の委託
　業者が異なることから、リスク分散を考慮しつつ、統一できないかなど、効率化を検討すること。
3. RPA システム※については、社会保障・税番号システム運用事業だけにこだわらず、庁内業務の効率化、
　職員の再配置に向け、利活用の幅を広げること。
　※ Robotic Process Automation（ロボティック・プロセス・オートメーション）」の略で、人間が
　　パソコン上で行っている業務の効率化のために、ソフトウェア型ロボットで自動化するシステムです。
4. 市内の戦災に関する歴史学習については「玉栄丸」の爆発事故に加え、台場公園の慰霊塔に関する資料
　なども活用し、平和教育を推進すること。
5. 地域おこし協力隊推進事業は、隊員の定住・定着につながるよう取り組むこと。
6. 市民バス運行事業については、財源である広告収入の増額につながるよう、車内広告の募集内容や
　手段を工夫すること。

■日　程　１０月２日
■場　所　境港市渡太陽光発電所　渡町１１００番地３３
■参加者　森岡俊夫（委員長）、松本晶彦（副委員長）、荒井秀行、永井章、景山憲、加藤文治、吉井巧、
　　　　　伊藤康弘、岡空研二、田口俊介、足田法行、安田共子、米村一三（委員外）

■境港市再生可能エネルギー導入活用事業
　この事業は、ゼロカーボンシティの実現に向け、渡町の遊休公有地に太陽光発電設備を設置し、発電
した電力を地域の電力会社に売電。地域における再生可能エネルギーの普及促進や経済循環に役立た
せること、また売電収入を家庭や事業所が導入する太陽光発電や蓄電池などの設備への補助金に活用する
ことを目的とするものです。
　令和５年８月から運転を開始。年間発電量は約５０万 kWh で、一般家庭約１００世帯分になります。
　現地で市民生活部次長の説明を聞き、現在安定的に稼働している状況を確認しました。

視 察 内 容

令和４年度決算審査特別委員会報告
令和４年度決算審査特別委員会報告／決算審査特別委員会現地視察報告

決算審査特別委員会現地視察報告
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廃棄物減量等推進事業 水産業 6 次化支援事業
コンポストなどの

家庭用生ごみ堆肥化容器購入補助金について、
６月補正時の想定を上回る申請があったことから、

不足が見込まれる補助金の増額。

漁業者と連携し、県内水産物を原材料とする
食品加工などに取り組むための
施設・機械設備の整備を行う

市内水産加工業者に対する補助金。

7 万円 1,225 万円

 境港市事業者エネルギー価格
高騰対策支援金

  空家除却の補助申請件数が
当初の見込みを上回ることから、
不足が見込まれる補助金の増額。

エネルギー価格の高騰の影響を受け、
利益が圧迫されている事業者に対して

本市独自の支援金を給付し、市内事業所の
事業継続を支援するための費用。

（給付額 法人１０万円、個人５万円）

300 万円  5,293 万円

　境港市議会では、10 月の決算審査特別委員会の結果を受けて 11 月８日に臨時会が、11 月 28 日から
22 日間の会期で 12 月定例会が開かれました。「令和４年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について」
など決算７議案、「令和５年度境港市一般会計補正予算」など予算７議案、「境港市一般職の職員の給与に
関する条例等の一部を改正する条例制定について」など条例６議案および「水木しげる記念館再整備事業
に関する基本協定の変更について」、「指定管理者の指定について」などその他５議案が上程されました。
審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。
　また、提出された「境港市への高齢者に対する体育施設の使用料減免の請願」は、審議の結果、採択と
なりました。「物価高騰から国民生活を守るため、緊急に消費税減税を行うよう求める陳情」など陳情４件は、
審議の結果、採択は３件、不採択は１件となりました。その他、委員会提出議案２件と議員提出議案２件が
原案のとおり可決されました。
　議決結果は、予算委員会での附帯決議と合わせてＰ４、Ｐ５に掲載しています。また市議会ホームページ
でもご覧いただけます。一般会計補正予算から主な事業を下段で紹介します。

空家関連事業費補助金

令和５年 11月臨時会・12月定例会（議決結果・令和５年度補正予算）

11 月臨時会・12 月定例会11 月臨時会・12 月定例会
（議決結果・令和5年度補正予算）（議決結果・令和5年度補正予算）

令和 5 年
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第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

第59号

第60号

第61号

第69号

第70号

第71号

第72号

第62号

第63号

第74号

第75号

第76号

第64号

第65号

第66号

第67号

第68号

第8号

第9号

第5号

第13号

第15号

令和４年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市下水道事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市一般会計補正予算（第６号）

令和５年度境港市市場事業費特別会計補正予算（第１号）

令和５年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度境港市一般会計補正予算（第７号）

令和５年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第２号）

令和５年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第２号）

令和５年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

境港市市場関係者詰所条例を廃止する条例制定について

水木しげる記念館条例の一部を改正する条例制定について

境港市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

境港市手数料条例の一部を改正する条例制定について

中海圏域の定住自立圏の形成に関する協定の変更について

水木しげる記念館再整備事業に関する基本協定の変更について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員とさらなる賃金引き上げを求める意見書の提出について

議案第59号 令和５年度境港市一般会計補正予算（第６号）に対する附帯決議

ガザ地区における平和の実現を早期に求める決議

「子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員とさらなる賃金引上げを求める意見書」の提出を求める陳情

公文書の年表記についての陳情

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
採　　択
意見書提出
採　　択
市長送付

令和５年１１月臨時会・１２月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

賛成：○　反対：×

※このほか報告が１件ありました。

令和５年１１月臨時会・１２月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

案　　　　件　　　　名 議決結果

認　　定

認　　定

原案可決

原案可決

採　　択
市長送付
採　　択
意見書提出

不採択

賛　　否　　状　　況

議 長

議 長

議 長

議 長
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きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

　12月議会に上程された令和5年度一般会計補正予算（第6号）のうち、文化ホール改修事業や学校
給食事業（学校給食センター）などについて、12月5日の議員間討議で、各事業の妥当性や課題、
執行部へ要望すべきことなどについて議論しました。さらに、12月14日の採決において、この補正
予算の議決にあたって「附帯決議」をとりまとめましたので、ご紹介します。

文化ホール改修事業
■事業内容：平成6年に完成以降、長年修繕を重ねてきた文化ホールの改修工事（令和6年4月着工予定）に
　かかる委託料（6億5,806万円）
■工事内容：天井補強、舞台装置・空調・照明・内装・トイレ洋式化、回廊の撤去、屋上庭園撤去、人工池を埋め立て
　イベント広場へアスファルト舗装、駐車場増設整備など。
■議員間討議内容：「回廊を撤去すれば外観が大きく変わるので、利用者や市民の意見を聞き慎重に決定する
　べき」「回廊を残した場合の維持管理費の増加を勘案しなくては」など。
■附帯決議要旨：①事業の進捗にあわせ市民の意見を聞き、丁寧な議論を重ねること。
　　　　　　　　②建物外構部分について、議会が実施する調査研究、提言の結果を可能な限り尊重すること。
　　　　　　　　③事業の各進捗段階で議会に適宜報告し意見を求めること。

学校給食事業（学校給食センター）
■事業内容：学校給食センター生ごみ処理機の故障により生じた光熱水費の増加により不足が見込まれる
　費用（244万円）
■経緯：令和5年3月、水道・ガス・下水道使用量が増えていることを把握したが、一時的な増加の可能性を
　疑った。7月、水漏れの可能性が高いと判断し、箇所の特定のため調査を行った。8月、生ごみ処理機の故障が
　判明し、修繕を実施した。
■議員間討議内容：「3月以降早く調査をすれば、244万円もの増加にならなかった。」「執行部には反省と再発
　防止を強く求めるべき」「職員が漏水を疑い、調査する必要があった」など。
■附帯決議要旨：①機器の保守点検作業に立ち会うなど、点検作業の履行確認を徹底すること。
　　　　　　　　②施設管理費については、使用料や請求額の状況を常時把握できるようにし、変動があった
　　　　　　　　　際には、設備に異常がないか、公共サービスの提供に支障がないかを念頭に検証すること。

しんちょく

しんちょく てきぎ

提
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区　分
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長

市
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11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

決　算

予　算

会議

条　例

その他

議員提出議案

委員会提出議案

陳　情

提出者

市　長 決　算

市　長 条　例

議員提出議案

請　　願

会　議

第52号

第58号

第73号

第4号

第3号

第12号

第14号

令和４年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

境港市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

物価高騰から国民生活を守るため、緊急に消費税減税を行うよう求める意見書の提出について

境港市への高齢者に対する体育施設の使用料減免の請願

物価高騰から国民生活を守るため、緊急に消費税減税を行うよう求める陳情

通学路における危険個所の合同点検について陳情

区　分 番　号

陳　　情

11月臨時会

12月定例会 議長採決

予算委員会報告／令和５年１１月臨時会・１２月定例会　議決結果一覧表

予 算 委 員 会 報 告予 算 委 員 会 報 告
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第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

第59号

第60号

第61号

第69号

第70号

第71号

第72号

第62号

第63号

第74号

第75号

第76号

第64号

第65号

第66号

第67号

第68号

第8号

第9号

第5号

第13号

第15号

令和４年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市下水道事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市一般会計補正予算（第６号）

令和５年度境港市市場事業費特別会計補正予算（第１号）

令和５年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度境港市一般会計補正予算（第７号）

令和５年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第２号）

令和５年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第２号）

令和５年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

境港市市場関係者詰所条例を廃止する条例制定について

水木しげる記念館条例の一部を改正する条例制定について

境港市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

境港市手数料条例の一部を改正する条例制定について

中海圏域の定住自立圏の形成に関する協定の変更について

水木しげる記念館再整備事業に関する基本協定の変更について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員とさらなる賃金引き上げを求める意見書の提出について

議案第59号 令和５年度境港市一般会計補正予算（第６号）に対する附帯決議

ガザ地区における平和の実現を早期に求める決議

「子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員とさらなる賃金引上げを求める意見書」の提出を求める陳情

公文書の年表記についての陳情

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
採　　択
意見書提出
採　　択
市長送付

令和５年１１月臨時会・１２月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

賛成：○　反対：×

※このほか報告が１件ありました。

令和５年１１月臨時会・１２月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

案　　　　件　　　　名 議決結果

認　　定

認　　定

原案可決

原案可決

採　　択
市長送付
採　　択
意見書提出

不採択

賛　　否　　状　　況

議 長

議 長

議 長

議 長

議 長

議 長

荒
井 

秀
行

永
井 

　章

景
山 

　憲

加
藤 

文
治

吉
井 

　巧

松
本 

晶
彦

伊
藤 

康
弘

米
村 

一
三

岡
空 

研
二

森
岡 

俊
夫

平
松 

謙
治

柊
　 康
弘

田
口 

俊
介

足
田 

法
行

安
田 

共
子

きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

　12月議会に上程された令和5年度一般会計補正予算（第6号）のうち、文化ホール改修事業や学校
給食事業（学校給食センター）などについて、12月5日の議員間討議で、各事業の妥当性や課題、
執行部へ要望すべきことなどについて議論しました。さらに、12月14日の採決において、この補正
予算の議決にあたって「附帯決議」をとりまとめましたので、ご紹介します。

文化ホール改修事業
■事業内容：平成6年に完成以降、長年修繕を重ねてきた文化ホールの改修工事（令和6年4月着工予定）に
　かかる委託料（6億5,806万円）
■工事内容：天井補強、舞台装置・空調・照明・内装・トイレ洋式化、回廊の撤去、屋上庭園撤去、人工池を埋め立て
　イベント広場へアスファルト舗装、駐車場増設整備など。
■議員間討議内容：「回廊を撤去すれば外観が大きく変わるので、利用者や市民の意見を聞き慎重に決定する
　べき」「回廊を残した場合の維持管理費の増加を勘案しなくては」など。
■附帯決議要旨：①事業の進捗にあわせ市民の意見を聞き、丁寧な議論を重ねること。
　　　　　　　　②建物外構部分について、議会が実施する調査研究、提言の結果を可能な限り尊重すること。
　　　　　　　　③事業の各進捗段階で議会に適宜報告し意見を求めること。

学校給食事業（学校給食センター）
■事業内容：学校給食センター生ごみ処理機の故障により生じた光熱水費の増加により不足が見込まれる
　費用（244万円）
■経緯：令和5年3月、水道・ガス・下水道使用量が増えていることを把握したが、一時的な増加の可能性を
　疑った。7月、水漏れの可能性が高いと判断し、箇所の特定のため調査を行った。8月、生ごみ処理機の故障が
　判明し、修繕を実施した。
■議員間討議内容：「3月以降早く調査をすれば、244万円もの増加にならなかった。」「執行部には反省と再発
　防止を強く求めるべき」「職員が漏水を疑い、調査する必要があった」など。
■附帯決議要旨：①機器の保守点検作業に立ち会うなど、点検作業の履行確認を徹底すること。
　　　　　　　　②施設管理費については、使用料や請求額の状況を常時把握できるようにし、変動があった
　　　　　　　　　際には、設備に異常がないか、公共サービスの提供に支障がないかを念頭に検証すること。

しんちょく

しんちょく てきぎ

提
出
者
区　分

市
長

市
長

11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

決　算

予　算

会議

条　例

その他

議員提出議案

委員会提出議案

陳　情

提出者

市　長 決　算

市　長 条　例

議員提出議案

請　　願

会　議

第52号

第58号

第73号

第4号

第3号

第12号

第14号

令和４年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

境港市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

物価高騰から国民生活を守るため、緊急に消費税減税を行うよう求める意見書の提出について

境港市への高齢者に対する体育施設の使用料減免の請願

物価高騰から国民生活を守るため、緊急に消費税減税を行うよう求める陳情

通学路における危険個所の合同点検について陳情

区　分 番　号

陳　　情

11月臨時会

12月定例会 議長採決

令和５年１１月臨時会・１２月定例会　議決結果一覧表
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市政を問う
議員13人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

12 各個質問

11 関連質問

10 関連質問

9 関連質問

8 関連質問

7 代表質問

一般質問には、所属する会派を代表して行う「代表質問」（境港市議会では3人以上の
会派のみ）と、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」があります。
議会だよりの質問ページは、質問を行った1議員については最大1ページとしています

が、上記の「代表質問」と「各個質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」
を行う場合は会派内でページ配分をしています。
各議員は掲載した以外にも質問をしていますが、議会だよりでは、スペースの都合

上、議員本人が質問と答弁を要約しています。

吉井　　巧

松本　晶彦

伊藤　康弘

永井　　章

景山　　憲

安田　共子

米村　一三

平松　謙治

田口　俊介

加藤　文治

柊　　康弘

森岡　俊夫

①生活環境対策について
②人口減少対策、移住定住について
①ＩＣＴ教育ＤＸ化について
②高校魅力化コーディネーターについて
①空き家対策について
②組織改革について
①荒廃農地の利用について～農地の現況～
②荒廃農地の利用について～今後の農業に向けて～
①荒廃地への営農型太陽光発電設備の実現と農業生産の拡大への取り組みについて
②清掃センター跡地の有効利用について
③市営墓地の適正管理について
①エネルギー問題について～島根原発と核燃料サイクルについて～
②エネルギー問題について～サーマルリサイクル（熱エネルギー活用）の問題点について～
①市政運営について
②境港観光協会について
①市民体育館の改修事業について
②本市と西部広域のごみ処理について
①まちづくりについて～ふるさと納税について～
②健康・福祉の取り組みについて
①小学校トイレ改修事業について
②境港市渡太陽光発電所について
①自助、共助の取り組みの強化と持続可能な地域共生社会の構築について
②高齢者がいきいきと暮らしていける介護予防の体制づくりについて
①水木しげる記念館再整備事業について
②市役所職員の副業について
①境港市校区審議会最終答申に基づく校区再編と小中一貫校の開設について
②重要土地等調査法対象区域内の土地・建物利用状況について

13 各個質問

14 各個質問

15 各個質問

16 各個質問

18 各個質問

足田　法行17 各個質問

19 各個質問

一 般 質 問一 般 質 問
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代 表 質 問

会派　自由未来会派　自由未来
吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

【
吉
井
】
竹
内
町
の
空
き

家
対
策
は
、
自
治
会
を

挙
げ
て
行
っ
て
い
る
成

功
事
例
で
あ
り
、
他
自

治
会
で
も
共
有
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
。

【
市
長
】
竹
内
町
は
、

総
会
の
事
業
計
画
に
空

き
家
対
策
を
明
記
し
、

年
に
一
度
は
空
き
家
や

危
険
個
所
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
自
治
会
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
良

い
事
例
を
他
自
治
会
に

も
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

【
吉
井
】
私
の
暮
ら
す

小
篠
津
町
で
は
、
５
年

ぶ
り
に
支
え
愛
マ
ッ

プ
の
更
新
事
業
を
行

い
、
５
年
間
で
増
え

た
空
き
家
や
災
害
時

の
危
険
箇
所
、
ま
た

独
居
世
帯
の
情
報
を

改
め
て
知
る
機
会
と

な
っ
た
。
全
市
で
支
え

愛
マ
ッ
プ
づ
く
り
が
進

め
ば
、
空
き
家
情
報
の

共
有
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
空
き
家
対
策

と
支
え
愛
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
融
合
さ
せ
る
考
え

は
な
い
か
。

【
市
長
】
支
え
愛
マ
ッ

プ
は
作
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
作
る
過
程

が
重
要
で
あ
る
。
支
え

愛
マ
ッ
プ
と
空
き
家
対

策
が
連
携
し
て
い
く
よ

う
に
、
市
と
し
て
住
民

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
吉
井
】
県
内
の
８
町

村
で
は
独
自
の
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
を
設
け

て
い
る
。
県
内
４
市
の

中
で
は
支
援
制
度
は
ま

だ
設
け
て
い
な
い
が
、

将
来
へ
の
投
資
と
考
え

て
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
へ
と
つ
な
が
る
本

市
独
自
の
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
を
構
築
す
る

考
え
は
な
い
か
問
う
。

【
市
長
】
本
市
で
は
、

独
自
の
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
を
設
け
て
い
な

い
が
、
鳥
取
県
の
「
未

来
人
材
育
成
奨
学
金
支

援
助
成
金
」
の
利
用
が

可
能
で
あ
る
。
本
市
在

住
の
方
も
、
直
近
の
３

年
間
で
15
名
の
方
が
利

用
し
て
い
る
。
ま
た
、

出
身
地
や
所
在
地
な
ど

が
県
外
の
方
で
も
利
用

可
能
な
た
め
、
Ｕ
タ
ー

ン
に
限
定
せ
ず
、
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
を
含
め
、
幅

広
く
利
用
で
き
る
制
度

の
た
め
、
現
時
点
で
は

本
市
独
自
の
支
援
制
度

を
創
設
す
る
考
え
は
な

い
。
引
き
続
き
、
県
の

制
度
の
周
知
を
は
か

り
、
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
対
象
業

種
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
議
所
へ
意

見
を
う
か
が
い
、
鳥
取

県
市
長
会
を
通
し
て
要

望
も
検
討
し
て
み
る
。

支え愛マップと
空き家対策の融合を

市独自の
奨学金返還支援制度構築を

鳥取県未来人材育成奨学金支援
助成金チラシ

（鳥取県庁ホームページより）

市長 本市として住民と一緒に
取り組んでいく

境港市空き家・空き地情報バンクの流れ
（市ホームページより）

支え愛マップパンフレット
（鳥取県社会福祉協議会ホームページより）

市長 今は市独自の支援制度を創設する
考えはない
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関 連 質 問

【
松
本
】
９
月
議
会
に

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
端
末

の
持
ち
帰
り
の
件
に
つ

い
て
質
問
を
し
た
際
、

教
育
長
は
、
９
月
中
に

持
ち
帰
り
に
取
り
組
む

と
答
弁
を
さ
れ
た
。
持

ち
帰
り
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
を

う
か
が
う
。　

【
教
育
長
】
す
べ
て
の

小
中
学
校
で
持
ち
帰
り

を
し
て
い
る
。
日
常
的

に
持
ち
帰
り
を
行
う
学

校
も
増
え
て
き
て
お

り
、
家
庭
で
の
活
用
を

通
し
て
、
意
欲
の
向
上

や
学
習
時
間
の
増
加
な

ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
健
康

観
察
や
学
習
を
行
う
こ

と
で
、
児
童
生
徒
の
様

子
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
不
安
の
解
消
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
松
本
】
教
師
間
で
活

用
状
況
に
差
が
生
じ
て

い
る
の
で
は
と
の
心
配

が
あ
る
。そ
の
対
応
は
。

【
教
育
長
】
個
別
の
先

生
方
の
ス
キ
ル
に
つ
い

て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援

員
が
先
生
方
の
困
り
感

に
寄
り
添
い
、
研
修
、

ま
た
は
個
別
の
相
談
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
今
後
、
先
生
方

の
困
り
感
に
寄
り
添
っ

て
考
え
て
い
く
。

【
松
本
】
岩
美
高
校
で

は
、
高
校
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
、
小
・
中
・
高
校

と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
魅
力
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

結
果
、
県
外
か
ら
も
志

願
者
数
も
増
え
て
い
る
。

境
港
市
の
魅
力
発
信
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

本
市
で
の
創
設
は
。

【
市
長
】
県
内
で
は
、

３
校
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
学
校
で

は
、
生
徒
数
の
減
少
が

進
む
中
、
魅
力
と
活
力

の
あ
る
学
校
を
め
ざ

し
、
高
校
生
が
参
加
す

る
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
、
職
場
体
験
の

立
案
や
地
域
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
、
学
校
活

動
の
情
報
発
信
な
ど
の

活
動
を
担
っ
て
い
る
。

境
高
校
、
境
港
総
合
技

術
高
校
で
も
、
地
域
と

連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

２
つ
の
高
校
と
も
県
教

育
委
員
会
主
導
の
も
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
が
設
置
さ
れ
、
地
域

の
方
も
参
加
し
た
顔
の

見
え
る
学
校
運
営
に
鋭

意
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

本
市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
す
る
予
定

は
な
い
。

タブレット端末、
持ち帰りの進

しんちょく

捗は

魅力化コーディネーターの創設は

鳥取県立岩美高等学校
パンフレット

境港市の小中学校で使用しているタブレット

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員
会派　自由未来会派　自由未来

市長 配置する予定はない

すべての小中学校で
行っている教育長
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関 連 質 問

【
伊
藤
】
他
自
治
体
で

は
、
空
き
家
関
連
の
相

談
業
務
や
移
住
・
定
住

な
ど
を
外
郭
団
体
が

担
っ
て
い
る
事
例
が
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
ふ
ま
え
て
、

本
市
は
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

【
市
長
】
本
市
で
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
空

き
家
や
移
住
・
定
住
に

関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口

と
し
て
、「
空
家
対
策

推
進
室
」
を
設
置
し
、

市
民
な
ど
が
相
談
し

や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
る
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
設
置
以
前

と
比
べ
相
談
件
数
は
格

段
に
増
え
て
お
り
、
空

き
家
の
除
却
や
利
活
用

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
空
き
家
関
連

の
相
談
な
ど
を
主
体
的

に
担
っ
て
も
ら
え
る
民

間
団
体
が
今
の
と
こ
ろ

な
く
、
も
し
そ
の
よ
う

な
民
間
団
体
な
ど
が
あ

れ
ば
連
携
し
、
空
き
家

対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。
当
面
は
「
空
家
対

策
推
進
室
」
を
中
心
と

し
た
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
。

【
伊
藤
】
本
市
の
今
年

度
の
組
織
体
制
は
、
５

部
21
課
、
そ
の
他
複
数

の
事
務
局
で
あ
る
。
近

隣
市
の
安
来
市
で
は
、

政
策
担
当
の
部
が
あ
る

が
、
本
市
で
も
各
課
・

係
の
政
策
系
の
職
務
を

集
約
す
る
な
ど
し
て
、

政
策
担
当
部
な
ど
を
新

設
し
て
は
と
思
う
が
、

今
後
の
見
解
は
。

【
市
長
】
市
役
所
の
組
織

に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
よ
う
取

り
組
む
べ
き
時
期
と
内

容
、
業
務
量
や
職
員
数

を
考
慮
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
市
が
抱
え
る

課
題
や
進
め
る
政
策
も

さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
職

員
数
も
異
な
っ
て
お

り
、
安
来
市
の
よ
う
に

政
策
担
当
の
部
を
設
置

す
る
こ
と
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。
本
市
の
よ

う
に
職
員
数
が
少
な
い

自
治
体
で
、
効
率
的
な

行
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
に
は
、
関
係
部
署
が

綿
密
に
連
携
を
取
り
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
今

後
も
、
よ
り
効
率
的
で

機
能
的
な
業
務
体
制
を

構
築
す
る
よ
う
、
組
織

改
編
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

空家相談業務など
他団体への移管は

来年度に向けた
組織改編の検討は

会議の様子
( イメージ図 )

市長 当面は「空家対策推進室」の
体制を維持する

空家でお困りの方は気軽に相談を

市長 現組織体制を維持し、
随時検討していく

会派　自由未来会派　自由未来
伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員
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関 連 質 問

会派　自由未来会派　自由未来
永井　　章　議員永井　　章　議員

【
永
井
】
耕
作
放
棄

地
の
現
状
、
他
目
的

利
用
の
取
り
組
み
の

現
況
は
。

【
市
長
】
市
と
農
業

委
員
会
で
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
荒
廃

農
地
調
査
で
は
、
市

内
農
地
の
約
３
割
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
再

生
可
能
な
農
地
は
約

７
割
、
再
生
不
可
能

な
農
地
は
約
３
割
と

な
っ
て
い
る
。
太
陽

光
発
電
設
備
や
工
業

用
地
な
ど
の
他
目
的

利
用
は
、
費
用
や
排

水
対
策
も
考
慮
し
検

討
し
て
い
る
。   

【
産
業
部
長
】
高
松

町
の
一
部
の
放
棄
地

に
、
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
す
る
計
画

で
あ
る
。

【
永
井
】
渡
余
子
停
車

場
線
、
産
業
中
央
線

付
近
の
農
地
改
良
事

業
で
、
造
成
し
た
農

地
の
利
用
状
況
は
。

【
市
長
】
誠
道
町
北

側
か
ら
福
定
町
ま
で

の
、
産
業
中
央
線
付

近
の
遊
休
農
地
の
農

地
改
良
は
、
令
和
３

年
度
ま
で
に
約
8.9‌
ha

を
整
備
し
て
い
る
。

現
在
の
利
用
状
況

は
、
認
定
新
規
就
農

者
が
３
名
で
2.2‌

ha
、

認
定
農
業
者
が
農
業

法
人
１
社
と
個
人
１

名
で
3.8‌

ha
、
一
般
農

業
者
が
１
名
で
0.2‌

ha

を
利
用
し
て
い
る
。

残
り
の
2.7‌

ha
は
、
耕

作
者
が
い
な
い
遊
休

農
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
遊
休
農
地
に

つ
い
て
は
、
耕
作
者

を
探
し
て
い
く
と
と

も
に
、
一
部
の
遊
休

農
地
で
は
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
燃
料
と

し
て
、
早
生
樹
の
試

験
栽
培
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

荒廃農地利用について

農地改良事業での
農地利用は

産業中央線付近農地

市長 一部で早生樹の
試験栽培をする予定

高松町駅付近

産業部長 高松町の一部に
太陽光発電設備を計画中
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関 連 質 問

景山　　憲　議員景山　　憲　議員
会派　自由未来会派　自由未来

【
景
山
】
本
市
の
新

し
い
農
業
生
産
品
を

生
み
出
す
、
そ
の
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
営
農
型
太
陽
光

発
電
設
備
の
導
入
が

必
要
。
農
業
部
門
、

環
境
部
門
が
連
携
し

た
可
能
性
調
査
、
農

業
者
と
の
懇
談
の
機

会
を
持
つ
な
ど
、
前

向
き
に
検
討
す
べ
き

で
は
。

【
市
長
】
営
農
型
太

陽
光
発
電
の
導
入
に

向
け
、
可
能
性
を
検

討
す
る
協
議
会
が
立

ち
上
が
っ
た
。「
現

時
点
で
は
難
し
い
」

と
の
結
論
。
引
続
き

課
題
を
整
理
し
検
討

を
続
け
る
。

【
景
山
】
中
央
墓
園
に

は
、
２
カ
所
の
無
縁
納

骨
堂
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
48
年
に
設
置

以
来
、
遺
骨
を
一
時
的

に
お
預
か
り
す
る
重
要

な
施
設
で
あ
る
が
、
近

年
老
朽
化
が
目
立
つ
。

全
面
的
改
修
な
ど
適
切

な
環
境
整
備
を
検
討
す

べ
き
、見
解
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
開
設
後
、
老

朽
化
が
進
み
、
こ
れ
ま

で
内
部
の
改
修
と
棚
の

増
設
を
実
施
し
た
。
現

在
、
無
縁
納
骨
堂
の
全

面
改
修
の
予
定
は
な
い

が
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
る
。

【
景
山
】清
掃
セ
ン
タ
ー

の
解
体
が
進
行
し
て
い

る
。
跡
地
の
有
効
利
用

の
一
環
と
し
て
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
の
環
境
教
育
の
実

践
例
と
し
て
、
効
率
的

で
先
進
的
な
小
型
風
力

発
電
設
備
を
モ
デ
ル
的

に
で
も
導
入
す
べ
き
で

は
、見
解
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
セ
ン
タ
ー
跡

地
に
、
小
型
風
力
発
電

設
備
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
。
街
路
灯
に
設

置
す
る
小
型
風
力
発
電

設
備
も
あ
る
の
で
、
今

後
、
更
新
す
る
際
に
導

入
を
検
討
し
て
み
た

い
。

中央墓園無縁納骨堂の
全面的改修を

営農型太陽光発電設備の設置を

小型風力発電設備の一つの例

先進的な
小型風力発電設備の導入を

跡地に小型風力発電設備設置は
考えていない市長

全面的改修の予定はないが
適正管理に努める

市長

納骨堂及び周辺の状況

導入に向け課題を整理し検討を続ける市長
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各 個 質 問

【
安
田
】
島
根
原
発
１

号
機
の
廃
炉
計
画
は
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
で
島

根
原
発
２
号
機
を
稼

働
す
る
こ
と
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
計
画
だ
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、

使
用
済
み
核
燃
料
か
ら

取
り
出
し
た
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を
混
合

酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃

料
と
し
て
再
利
用
す
る

も
の
だ
。
国
内
外
の
再

処
理
工
場
で
は
放
射
能

の
放
出
や
漏
え
い
、
火

災
爆
発
、
臨
界
事
故
な

ど
が
起
き
、
原
発
以
上

に
危
険
と
い
わ
れ
て
い

る
。
技
術
上
の
困
難
と

コ
ス
ト
の
肥
大
化
か

ら
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
が

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら

撤
退
し
、
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
を
維
持
す
る
の
は

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
だ
け

と
い
う
状
況
だ
。
す
で

に
破
綻
し
て
い
る
と
い

う
見
方
も
あ
る
が
、
認

識
は
。

【
市
長
】専
門
家
に
よ
っ

て
見
解
は
さ
ま
ざ
ま

あ
る
が
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
政
策
の
確
立

は
、
資
源
の
乏
し
い
日

本
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
有
効
利
用

で
き
、
将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点

で
も
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

【
安
田
】
昭
和
町
に
整

備
計
画
が
あ
る
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念

が
あ
る
が
、
認
識
は
。

【
市
長
】
発
電
事
業
者

が
主
に
山
陰
産
の
木
質

チ
ッ
プ
を
安
定
調
達
で

き
る
よ
う
林
業
者
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
。
燃

料
を
貯
蔵
す
る
建
屋
の

構
造
、
燃
料
の
貯
蔵
期

間
な
ど
か
ら
、
火
災
や

粉
塵
に
よ
る
爆
発
が
発

生
す
る
可
能
性
は
低

く
、
さ
ら
に
防
火
、
消

化
対
策
を
徹
底
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

【
安
田
】
一
般
廃
棄
物

処
理
の
広
域
化
と
、
ご

み
発
電
の
効
果
の
過
大

視
に
よ
り
、
ご
み
削
減

や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意

識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
。
本
市
の
可
燃
ご
み

の
削
減
目
標
や
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
目
標
は
不

十
分
。
広
域
化
の
計
画

を
見
直
し
、
可
燃
ご
み

ゼ
ロ
に
向
か
う
よ
う
目

標
を
引
き
上
げ
て
は
。

【
市
長
】
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
で
は
、

広
域
の
目
標
を
参
考

に
、
本
市
の
目
標
を
設

定
し
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
や
生
ご
み
の
減
量
化

を
柱
に
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
る
。
引
き
続

き
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

量
化
に
努
め
る
。

核燃料サイクル
破綻しているのでは

ごみ処理の広域化で
意識低下に懸念

ごみ処理を身近に
＊家庭用生ごみ堆肥化容器

購入補助あります

市長 食品ロス削減・生ごみの
減量化で強化中

核燃料サイクルのイメージ
資源エネルギー庁

「核燃料サイクルの今」より

将来のエネルギー安全
保障の観点で重要だ市長

安田　共子　議員安田　共子　議員
無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）
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各 個 質 問

米村　一三　議員米村　一三　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

【
米
村
】
本
市
の
タ
ク

シ
ー
運
行
状
況
の
背
景

も
あ
り
、
は
ま
る
ー
ぷ

バ
ス
の
運
行
時
間
の

延
長
を
望
む
声
も
あ

る
。利
用
状
況
調
査
し
、

運
行
時
間
帯
の
検
討
も

必
要
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
本
年
度
、
春

と
秋
に
２
度
の
乗
降
調

査
を
実
施
し
た
。
午
後

６
時
以
降
は
遅
く
な
る

ほ
ど
乗
車
人
数
が
少
な

く
、
最
終
便
は
５
人
以

下
で
、
中
に
は
利
用
者

が
な
い
こ
と
も
あ
り
、

運
行
時
間
の
延
長
は
考

え
て
い
な
い
。

【
米
村
】
夜
間
の
緊
急

時
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
く
て
も
で
き
な
い

現
状
だ
。
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
は
。

【
市
長
】
市
外
の
タ
ク

シ
ー
会
社
が
本
市
で
の

深
夜
運
行
を
検
討
し
た

が
、
業
界
の
調
整
不
調

で
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
市
内
業
者
も
夜
間
は

利
用
者
が
少
な
く
、
運

行
を
維
持
で
き
な
い
と

の
こ
と
だ
。

　

夜
間
の
緊
急
時
に

は
、
事
前
登
録
が
必
要

だ
が
、
米
子
の
事
業
者

が
実
施
す
る
妊
産
婦
の

た
め
の
「
マ
マ
サ
ポ
ー

ト
タ
ク
シ
ー
」
が
利
用

で
き
る
。
市
内
事
業
者

と
協
議
も
継
続
す
る
。

【
米
村
】
境
港
観
光
協

会
の
令
和
４
年
度
の
決

算
が
赤
字
と
の
報
告

だ
っ
た
。
事
業
費
の
半

分
以
上
を
補
助
金
と
し

て
い
る
本
市
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
で
協
議
す

る
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
協
会
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
四
半
期

ご
と
に
収
支
報
告
が
あ

り
、
財
務
状
況
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
毎

月
定
例
会
議
を
実
施

し
、
補
助
事
業
だ
け
で

は
な
く
、
他
の
事
業
に

お
い
て
も
意
見
交
換
・

情
報
共
有
を
は
か
り
、

適
正
な
事
業
運
営
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
　
　
　

【
米
村
】
観
光
協
会
の

収
支
状
況
や
発
生
し
た

借
入
金
の
返
済
計
画
を

報
告
い
た
だ
き
た
い
。

【
市
長
】
協
会
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
令
和

元
年
度
ま
で
黒
字
が
続

い
た
が
、
令
和
２
年
度

と
、
３
年
度
は
収
支
が

赤
字
と
な
っ
た
。
本
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
観
光
需
要
の
回
復
も

あ
り
、
黒
字
化
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
借
入
金

は
２
か
所
あ
り
、
民
間

金
融
機
関
へ
の
返
済
は

令
和
８
年
に
、
政
府
系

金
融
機
関
へ
の
返
済
も

令
和
23
年
度
に
終
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

夜間の市民の
交通手段確保が必要だ

境港観光協会との
運営協議について

ＪＲ境港駅に隣接したビルの１階の
( 一社 ) 境港観光協会が運営する

境港市観光案内所

市長 夜間の利用者が少なく、
対応困難な現状だ

市民の足として活躍する
はまるーぷバス

市長 定期的な情報交換と
情報共有を実施している

©️水木プロ
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各 個 質 問

体育館改修の
同時休館への対応は

広域化後も
不燃ごみ持ち込み可能に

不燃ごみなどを処理する
リサイクルセンター

（現在は、直接搬入も可能）

【
平
松
】
市
民
体
育
館

と
第
２
市
民
体
育
館

の
改
修
事
業
で
２
館

同
時
休
館
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
工
事

の
予
定
は
。

【
教
育
長
】
現
時
点
で

は
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
９
月
に
工
事
・
休

館
す
る
。
な
お
、
実

施
設
計
で
工
期
が
固

ま
り
し
だ
い
、
利
用

者
に
周
知
す
る
。

【
平
松
】
先
の
議
会
の

一
般
質
問
で
、
２
館
同

時
休
館
期
間
を
少
な

く
な
る
よ
う
努
め
た

い
と
教
育
長
の
発
言

が
あ
っ
た
が
対
策
は
。

【
生
涯
学
習
課
長
】
実

施
設
計
を
進
め
る
中

で
、
第
１
体
育
館
に
つ

い
て
は
休
館
期
間
を

７
月
か
ら
９
月
に
短

縮
す
る
よ
う
設
計
会

社
と
調
整
中
で
あ
る
。

【
平
松
】
体
育
館
利
用

者
は
、
場
所
が
な
く

て
困
っ
て
い
る
。
４
月

か
ら
６
月
に
体
育
館

が
利
用
可
能
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
利
用
者
に
情

報
提
供
し
て
ほ
し
い
。

【
生
涯
学
習
課
長
】
１

月
中
旬
に
は
、
工
期

が
確
定
す
る
と
思
う
。

事
前
に
情
報
提
供
を

行
い
た
い
。

外壁改修を必要としている第２市民体育館

【
平
松
】
鳥
取
県
西
部

行
政
管
理
組
合
の
廃
棄

物
処
理
施
設
整
備
に
つ

い
て
説
明
を
。

【
市
長
】
令
和
14
年
度

稼
働
を
め
ざ
す
処
理
施

設
は
、
可
燃
ご
み
と
不

燃
ご
み
を
そ
れ
ぞ
れ
処

理
す
る
中
間
処
理
施
設

と
、
最
終
処
分
場
を
建

設
す
る
計
画
で
あ
る
。

可
燃
ご
み
処
理
は
、
低

コ
ス
ト
の
焼
却
施
設

で
、
さ
ら
に
廃
棄
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
か

ら
バ
イ
オ
ガ
ス
化
の
組

み
合
わ
せ
を
検
討
し
て

い
る
。
不
燃
ご
み
施
設

で
は
、
新
た
な
分
別
区

分
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
定
め
、
軟
質
と

あ
わ
せ
て
硬
質
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
分
別
回
収
す

る
。
最
終
処
分
場
は
、

屋
根
付
き
の
施
設
と

し
、
水
処
理
を
公
共
下

水
道
で
行
い
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
軽
減

す
る
。

【
平
松
】
今
後
、
持
ち

込
み
ご
み
の
市
内
で
の

受
け
入
れ
場
所
は
、
ど

う
な
る
か
。

【
市
民
生
活
部
長
】
可

燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、

残
す
。
不
燃
ご
み
に
つ

い
て
は
、現
時
点
で
は
、

受
け
入
れ
を
な
く
す
予

定
で
あ
る
。

平松　謙治　議員平松　謙治　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

第１市民体育館は
休館期間短縮が検討される生涯学習課長

現時点では受け入れを
なくす予定である市民生活部長
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各 個 質 問

【
田
口
】
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
つ
い
て
、

「
さ
か
な
と
鬼
太
郎
の

ま
ち
」
の
視
点
か
ら

鬼
太
郎
を
は
じ
め
と
す

る
水
木
作
品
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

返
礼
品
の
開
発
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
水
木
先
生
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い

た
製
品
は
、
市
外
で
製

造
加
工
さ
れ
て
い
る
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
新
た
な
返
礼
品
の

開
発
は
、
国
の
定
め
る

地
場
産
品
基
準
を
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

し
、
返
礼
品
提
供
事
業

者
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

【
田
口
】
ロ
ー
ド
開
設

30
周
年
、
記
念
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
来
春
に

控
え
、
さ
ら
に
現
在
新

作
映
画
も
ヒ
ッ
ト
し
て

い
る
。
こ
の
機
を
逃
さ

ず
取
り
組
み
を
。

【
市
長
】
市
の
製
作
し

て
い
る
水
木
先
生
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
描
か

れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋

や
妖
怪
影
絵
の
原
板
な

ど
を
、
プ
レ
ミ
ア
ム
な

返
礼
品
に
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も

あ
る
。
市
内
で
グ
ッ
ズ

を
作
っ
て
い
る
事
業
者

と
も
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
田
口
】
こ
れ
ま
で
の

疫
学
調
査
か
ら
の
推

計
で
は
、
本
市
で
の

50
歳
以
上
の
年
間
の

帯
状
疱
疹
罹
患
数
は
、

１
９
１
人
、
医
療
費
は

約
１
１
５
０
万
円
と
の

試
算
も
あ
る
。
市
民
の

健
康
を
守
り
、
医
療
費

削
減
に
資
す
る
観
点
か

ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
助
成
に
踏
み

出
す
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
引
き
続
き
国

に
対
し
て
定
期
接
種
化

に
つ
い
て
要
望
す
る
。

ま
た
、
医
療
費
と
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
助
成

に
よ
る
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
、
他
市
の
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
、

本
市
で
も
検
討
し
て
み

た
い
。

【
田
口
】
視
覚
障
が
い

者
の
情
報
取
得
の
促
進

の
た
め
、
市
民
に
送
付

し
て
い
る
公
的
な
通
知

に
つ
い
て
、「
音
声
コ
ー

ド
」
の
普
及
を
進
め
る

よ
う
全
庁
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】
ま
ず
は
、
福

祉
課
の
業
務
に
お
い

て
、
音
声
コ
ー
ド
を
印

刷
し
た
も
の
を
試
験
的

に
作
成
し
、
障
が
い
の

あ
る
方
に
ご
意
見
を
う

か
が
う
と
と
も
に
、
他

市
の
導
入
事
例
を
調
査

研
究
し
た
い
。

鬼太郎などの
オリジナル返礼品を

ワクチン接種費
助成に踏み出すべき

５０歳を超えたら、
帯状疱疹ワクチン接種を

ご検討ください

市長 プレミアムな返礼品の
検討もしてみたい

市長 費用対効果について
検討してみたい

境港市の「ふるさと納税」のチラシ

公明党公明党
田口　俊介　議員田口　俊介　議員
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各 個 質 問

外江小学校　管理教室棟トイレ
改修プラン図（案）

【
加
藤
】
こ
の
度
の
、

小
学
校
に
オ
ー
ル
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
案
は
、
国
の

L
G
B
T
理
解
増
進
法

の
成
立
を
受
け
て
の
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、日
本
は
元
来
、

性
に
対
し
て
寛
容
な
国

で
あ
り
、こ
の
法
律
は
、

国
会
で
の
審
議
が
十
分

に
さ
れ
ず
、
採
決
に
か

け
ら
れ
強
権
的
に
成
立

し
た
悪
法
だ
。
逆
に
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

子
ど
も
が
さ
ら
け
出
さ

れ
、
取
り
残
さ
れ
な
い

か
危
惧
す
る
。
オ
ー
ル

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ
レ
を

整
備
し
、
性
教
育
を
行

う
の
か
、
今
後
、
ト
イ

レ
設
置
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
方
の
意
見
を
聞

き
検
討
す
る
の
か
、
う

か
が
う
。

【
教
育
長
】
こ
の
ト
イ

レ
改
修
案
は
、
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か

ら「
ト
イ
レ
の
洋
式
化
」

な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
学
校
と
協

議
し
作
成
し
た
。
そ
の

た
め
、
改
め
て
意
見
を

聞
く
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
は
、

「
多
様
な
性
の
あ
り
方
」

な
ど
に
つ
い
て
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
人
権
教

育
や
性
教
育
へ
の
理
解

を
深
め
る
学
習
を
進
め

て
い
く
。

中国ファーウェイ社の機器を使用して完成した
渡太陽光発電所

【
加
藤
】
10
月
２
日
に
、

境
港
市
渡
太
陽
光
発
電

所
を
視
察
し
た
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
太
陽
光
発
電
設

備
が
、
米
国
で
は
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
と
し

て
輸
入
禁
止
と
な
っ
て

い
る
、中
国
フ
ァ
ー
ウ
ェ

イ
社
の
製
品
で
あ
る
こ

と
に
、
私
は
驚
い
た
。

民
間
企
業
で
あ
れ
ば
、

国
が
輸
入
禁
止
に
し
な

い
限
り
使
用
は
可
能
だ

が
、
本
市
の
公
共
事
業

で
あ
る
こ
の
太
陽
光
発

電
事
業
に
、
中
国
製
品

を
採
用
し
て
も
問
題
は

な
い
の
か
、
本
市
の
見

解
は
。

【
市
長
】
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
り
、
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
受

け
、
性
能
、
補
償
内
容

な
ど
、
総
合
的
に
優
れ

て
い
た
た
め
採
用
し
た
。

一
部
報
道
で
、
中
国
で

生
産
さ
れ
る
太
陽
光
パ

ネ
ル
は
、
強
制
労
働
と

の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
が
事
実
で

あ
れ
ば
大
変
憂
慮
さ
れ

る
問
題
だ
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
政
府
か
ら
の

公
式
見
解
は
出
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
現
時
点

で
は
、
そ
の
使
用
を
見

合
わ
せ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
引
き
続

き
、
国
の
動
向
を
注
視

す
る
。

オールジェンダートイレ
設置方法は

加藤　文治　議員加藤　文治　議員
会派　自由未来会派　自由未来

トイレの設置について
改めて意見は聞かない教育長

中国製太陽光パネル
使用の是非は
市長 使用見合わせは考えていない

国の動向を注視
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倉吉市のコミュニティセンター
（写真：倉吉市上灘地区）
地域づくりの核へ機能強化、

独自の収益事業も可能に

介護事業所でのリハビリテーションの様子

【
足
田
】
財
政
の
視
点

か
ら
も
、
総
合
事
業
の

組
み
立
て
を
見
直
す
時

期
に
き
て
い
る
。
従
前

か
ら
あ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
は
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
回
復
、
卒
業
を

目
標
に
毎
日
の
予
防
を

試
み
る
総
合
事
業
に
改

め
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
本

市
は
、
制
度
の
中
で
効

果
的
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
他
市
の
効
果

的
な
事
業
を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
し
た
い
。

【
足
田
】
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職 

は
、
高
齢
者
の

一
人
ひ
と
り
の
生
き
が

い
や 

社
会
参
加
を
目

標
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を

重
要
視
し
た
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
う

し
た
専
門
職
を
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配

置
し
て
は
ど
う
か
。　

【
市
長
】
今
、
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職
を
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置

す
る
検
討
を
し
て
い

る
。
来
年
度
に
向
け
事

業
所
の
方
と
も
調
整
を

し
て
い
る
状
況
。
要
支

援
か
ら
６
割
の
卒
業
と

要
支
援
に
行
か
な
い
よ

う
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
で
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
し
っ
か

り
や
っ
て
い
く
。

各 個 質 問

【
足
田
】
地
域
住
民
の

活
動
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
た
め
、
公
民
館

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
化
が
必
要
で
は
。

【
教
育
長
】
本
市
の
教

育
委
員
会
の
所
管
で

あ
る
公
民
館
は
、
地

域
の
拠
点
の
役
割
と
し

て
、
地
域
住
民
で
構
成

さ
れ
る
運
営
審
議
会
に

お
い
て
、
住
民
の
意
見

が
運
営
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
地
域

住
民
の
学
び
や
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
地
域
住
民

と
の
協
働
で
行
わ
れ
、

地
域
住
民
の
活
躍
の
場

に
な
っ
て
い
る
。
公
民

館
で
働
く
職
員
は
第
２

の
Ｃ
Ｓ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
地
域
の
連

携
の
役
割
も
担
っ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
化
は
考
え
て
い

な
い
。

【
足
田
】
可
能
性
を
広

げ
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
は

有
効
だ
が
、
市
長
の

考
え
は
。

【
市
長
】
本
市
の
公
民

館
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

公
民
館
職
員
の
声
を
聞

き
、
教
育
委
員
会
と
と

も
に
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
の
公
民
館
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
。

リハビリ専門職の
包括支援センター配置を
市長 配置に向け事業所と調整し、

検討している

公明党公明党
足田　法行　議員足田　法行　議員

公民館のコミセン
※

化が
必要では
市長 すでにコミュニティセンターの

ように思う

※コミュニティセンターの略
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各 個 質 問

水木しげる記念館ホームページ

さ
れ
て
い
た
職
員
が
希

望
し
た
場
合
は
、
再
雇

用
さ
れ
る
よ
う
に
と
質

問
し
た
。
市
長
か
ら
は

「
水
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
に
は
、
事
業
提
案
を

提
出
す
る
際
の
条
件
と

し
て
、
記
念
館
職
員
の

募
集
に
つ
い
て
は
、
再

雇
用
を
希
望
す
る
職

員
を
可
能
な
限
り
採
用

す
る
こ
と
や
、
勤
務
条

件
も
現
状
を
下
回
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
の
要
件
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
来
年
４
月

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
、
労
働

条
件
を
含
む
職
員
募
集

の
詳
細
が
協
議
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

【
市
長
】
再
雇
用
を
希

望
す
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
の
面

接
試
験
を
経
て
採
用
さ

れ
る
。
給
与
に
つ
い
て

は
、
現
状
を
超
え
る
給

与
額
に
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
指
定
管
理
者
か

ら
、
再
雇
用
希
望
者
に

速
や
か
に
雇
用
条
件
な

ど
の
説
明
会
を
開
催
し

て
も
ら
う
予
定
だ
。

尼崎市パラレルキャリア応援制度
尼崎市ホームページより

【
柊
】
市
役
所
職
員
の

副
業
は
、
地
方
公
務
員

法
第
38
条
で
規
定
さ
れ

て
お
り
、
市
長
の
許
可

を
得
な
け
れ
ば
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
本
市
で
も
２
名

の
職
員
が
許
可
を
得
て

営
利
企
業
な
ど
に
従
事

し
て
い
る
。
副
業
が
可

能
・
不
可
能
な
ケ
ー
ス
、

許
可
の
必
要
・
不
必
要

な
ケ
ー
ス
を
問
う
。

【
市
長
】
職
員
か
ら
提

出
さ
れ
る
営
利
企
業
等

従
事
許
可
願
に
つ
い
て

は
「
職
務
専
念
義
務
の

遂
行
へ
の
支
障
が
な
い

か
」「
職
務
の
公
正
な
執

行
が
確
保
で
き
る
か
」

「
職
務
の
品
位
を
損
ね

な
い
か
」
の
３
点
に
照

ら
し
合
わ
せ
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
て
可
否
を

判
断
し
て
い
る
。
職
員

が
報
酬
を
得
て
活
動
す

る
場
合
は
、
許
可
願
の

提
出
を
原
則
と
し
て
い

る
。
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
や
自
治
会
役
員

な
ど
、
市
ま
た
は
公
益

的
な
団
体
で
活
動
す
る

場
合
は
、
許
可
願
の
提

出
は
求
め
な
い
。
地
域

の
活
動
に
参
加
し
、
地

域
の
実
情
を
知
る
こ
と

は
職
務
遂
行
上
に
お
い

て
、
大
変
有
益
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

現状の勤務条件の
認識はいかに

勤勉手当が含まれたものと
認識している市長

【
柊
】
昨
年
９
月
議
会

に
て
、
水
木
し
げ
る
記

念
館
再
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
休
館
前
に
勤
務 会派　きょうどう会派　きょうどう

柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

©️水木プロ

地域に出向いて
社会貢献活動を
市長 積極的に推進している

ところである
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八王子市立いずみの森義務教育学校
（レイモンド設計社提供）

美保基地周辺対象地域図
（内閣府ホームページより）

【
森
岡
】
本
市
に
「
重

要
土
地
等
調
査
法
」
が

適
用
さ
れ
た
。
防
衛

省
な
ど
国
の
重
要
イ

ン
フ
ラ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
対
象
地
域
内

の
土
地
・
建
物
の
利

用
状
況
の
綿
密
な
調

査
が
必
要
と
思
う
が
、

法
施
行
後
の
対
応
は
。

【
市
長
】
調
査
に
つ
い

て
は
、
内
閣
府
が
一
元

的
に
行
う
も
の
と
認
識

す
る
。
本
市
の
役
割

と
し
て
、
国
か
ら
の

求
め
に
対
し
、
し
っ

か
り
と
協
力
す
る
。
市

報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

新
聞
折
り
込
み
・
市

民
説
明
会
な
ど
で
対

応
し
た
。

【
森
岡
】
市
内
に
は
、

外
国
資
本
で
営
業
し

て
い
る
未
登
記
の
土

地
・
建
物
が
現
に
存
在

し
て
い
る
。
不
正
行

為
を
未
然
に
防
ぐ
と

い
う
観
点
か
ら
実
態

把
握
が
重
要
で
、
国
・

県
と
の
縦
軸
の
連
携
、

ま
た
、
課
税
客
体
の
問

題
も
あ
り
、
庁
内
で

の
横
軸
の
連
携
が
重

要
に
な
る
と
思
う
が
。

【
市
長
】
国
家
安
全
保

障
上
重
要
な
施
設
に

加
え
、
近
く
に
島
根
原

発
も
あ
り
、
疑
念
を

持
た
れ
る
よ
う
な
土

地
・
建
物
が
あ
れ
ば
、

国
の
要
請
に
対
し
て

情
報
が
出
せ
る
よ
う

協
力
し
て
い
く
。

各 個 質 問

【
森
岡
】学
校
再
編
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
の
検

討
内
容
は
。

【
教
育
長
】
地
域
か
ら

切
り
離
す
こ
と
が
で
き

な
い
問
題
で
あ
る
た
め
、

地
域
の
方
々
と
情
報
共

有
し
、
丁
寧
に
進
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
人
口
推
計
か
ら
、

10
年
先
は
、
複
式
学
級

維
持
は
難
し
い
。
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
新
し
い
教
育
の
姿
を

見
据
え
た
都
市
型
の
統

合
に
な
る
と
考
え
る
。

【
森
岡
】
教
育
長
の
め

ざ
す
本
市
の
義
務
教
育

学
校
と
は
。

【
教
育
長
】
学
校
が
教

育
課
程
を
柔
軟
に
定
め

る
こ
と
が
で
き
、
校
種

間
で
起
こ
る
ギ
ャ
ッ
プ

や
課
題
を
乗
り
越
え
や

す
く
な
る
。
ま
た
、
個

別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
充
実

を
、
一
人
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
が
９
年
間
の

学
び
を
編
成
し
、
統
括

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
不
登
校
・
外
国
籍

の
子
ど
も
も
通
い
や
す

い
「
学
び
の
多
様
化
学

校
」と
す
る
構
想
な
ど
、

未
来
に
夢
や
希
望
を
持

ち
、
力
を
つ
け
て
い
け

る
学
校
づ
く
り
が
義
務

教
育
学
校
で
は
可
能
と

な
る
と
考
え
る
。

重要土地等調査法
施行後の対応は

教育長のめざす
義務教育学校とは

個別最適な学びと
協働的な学びを充実する教育長

会派　きょうどう会派　きょうどう
森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員

市長 市報・新聞折り込み・
市民説明会を開催した
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昨
年
の
５
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が「
５
類
感
染
症
」に
な
り
、
週
末
に
な
る
と
市

内
各
地
で
、学
校
行
事
、地
域
行
事
、賑
わ
い
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
来
航
も
再
開
さ
れ
、
多
く
の

外
国
人
観
光
客
が
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
は
じ

め
と
す
る
観
光
地
に
来
訪
さ
れ
て
い
ま
す
。以
前

は
、ア
ジ
ア
系
の
方
が
主
で
観
光
よ
り
買
い
物
と

い
う
印
象
で
し
た
が
、
昨
年
来
境
さ
れ
た
外
国

人
観
光
客
は
、欧
米
の
方
が
中
心
で
、買
い
物
よ

り
、思
い
出
作
り
が
、目
的
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。

　
基
地
・
空
港
港
湾
問
題
調
査
特
別
委
員
会
で

は
米
子
鬼
太
郎
空
港
の
国
内
線
利
用
状
況
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。 コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
で

い
た
乗
降
客
数
は
増
加
傾
向
、
国
際
線
で
は
米

子
ソ
ウ
ル
便
、
米
子
香
港
便（
季
節
限
定
）の
運

航
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。今
年
も
、
よ
り
多
く
の

方
が
、境
港
を
訪
れ
境
港
の
魅
力
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
て
、さ
ら
に
多
く
の
方
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
本
）
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